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Rumination is a critical factor for meaning making. However， many studies only measure 
rumination frequencies and focus on trait rumination. Few studies have investigated in detail the 
content of rumination within stressful situations and the relationship between content of rumination 
and meaning making. Accordingly， this study employed both a retrospective recall method (Study 1) 
and a hypothetical scenarios method (Study 2)， and conducted comprehensive analyses if the results. 
Participants completed a questionnaire about frequencies and contents of their ruminations and meaning 
making. The results revealed that there are 14 categories of rumination， such as“event scene" and 
“emotion at the time，" and 10 categories of meaning making， such as "positive appraisal" and "learning 
and discovery." Moreover， a correspondence analysis was conducted to investigate the relationship 
between rumination and meaning making. The result identified three associations in common between 
the two studies. Future research should attempt to replicate the present results through a qualitative 
analysis of meanIng making. 














& Linley， 2005; Park & Folkman， 1997)。反すうは，
:}fjJうつの維持や悪化 悲嘆の長期化を促すといっ
た，不適応的な特徴が着目されることが多い (Boals，









は. PTGと正の関連を示している (Cannet al.， 
2011; Groleau， Calhoun， Cann， & Tedeschi， 2013; 
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熟考は必ずしも精神的不健康を促すわけではなく，
体験直後の侵入的熟考は自然、な反応でありりoseph，
Murphy， & Regal， 2012; Joseph & Williams， 2005). 
むしろストレスフルな体験からの回復やWi日夫を予測
する安法|であるとの指摘もある (Creamer，Burgess， 














(Cann， Calhoun， Tedeschi， Triplett， Vishnevsky， & 
Lindstrom， 2011; 上保・湯 )1，印刷中;Park & 





Hoeksema， & Larson， 1998; Davis & Novoa， 2013; 
Lichtenthal， Neimeyel~ Curreier， Roberts， & Jordan， 
2013). 1寺に精神的不健康を招くような意味づけも















分類した研究はこれまでにもあるが (Daviset a1.， 













)Iiいている (Park，Edmondson， Fenster， & Blank， 

































































































を専攻する大学院生 2名が， Taku et al. (2007)に










を含む f学業Jカテゴリには， 16名 (14.4%)が該
当した。家族成員1，¥)の争いや 家族からの暴力など
を含む「家族」カテゴリには， 8 ~I (7，2%)が該
当した。友人や家族の死などを含む「死~JIJJ カテゴ
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{当時の感情]， [当日寺の光景・場面]， u志い出]， [関
連人物・もの1. [出来事後の経緯1. [原Itl]， [反実
仮想1. [自己非難1. [理解困難・欲求}、{否定的思




















定義(上段)/記述例(下段) 誠査 1 f;Jr~ 査 l
(当時) (現在) 調査2
出来事がまさに起こっている光景ゃある特定の場問。 61 20 86 
当時:の光景・ j揚間 テレビで見た津波で家や車が1Mされているi映像。 (36.1) (33.9) (23.4) 
体験した出来事ヤ事実そのもの。 24 6 80 
出来事の事実
"し、ぞがらせされていたな"という事実。 (14.2) (10.2) (21.8) 
体験当1寺に生じた感情(気持ち)。 20 10 49 
当/1寺の感情 そのときに自分が!~じた苦しさや不信感。 (11.8) (16.9) (13.4) 
出来事が生じる以前の出来事や思い出。 14 4 75 
思いUj
社l父と遊んだHP，いiJ:'IO (8.3) (6.8) (20.4) 
出来事にまつわるネガテイブな考えやイメージ。 12 2 。
否定的思考 妄-想v 仕事をしていないと陰口を言われているのではないか。 (7.1 ) (3.4) (0.0) 
I:lJI来事のHj{I主i。 8 3 12 
JjlEI 
思く言われる原因となった自分の行動。 (4.7) (5.1) (3.3) 
i羽述人物 もの
出来事に関わった人や物事に関する漠然とした想起。 6 5 31 
その先生のこと。 (3.6) (8.5) (8.4) 
'L、自己 l~l 分や他者。将来などに，出来事が及ぼす影響について心配する。 6 2 
これからどうすればいいのかわからなし、 (3.6) (3.4) (0.3) 
解決策の模索
出来事自体や，出来事がもたらす苦痛を解決しようと模索する。 6 。 。
どうすれば現状を変えられるのか，そのために何ができるか。 (3.6) (0.0) (0.0) 
自己非iJjf 出来事の原i孟I(の一部)を自分に向けたか心残りをd悔やんだりする。 5 1 
負けた試合のターニングポイントにこうしておけば良かったO (3.0) (1.7) (3.0) 
週間i(I型車w 欲求 出来事が起きた理由の四lifI'に苦しむ， または理解しようと試みる。 3 ? 3 
どうして告白したときに正産に断ってくれなかったのか。 (1.8) (3.4) (0.8) 
反実仮想
実際に恕きた出来事とは異なる結果について思考をめぐらせる。 3 4 
浪人していなかったらどうなっていたのかな。 (1.8) (1.7) (1.1) 
出来事後の経緯
出来事が起きた後の I~I 分の行動や状況。 2 
家に1mってからたくさんi立いたこと。 (0.6) (1.7) (0.5) 
反省・学溜 出来事を受け，反省や学習をする。
。 l 12 
貴重品は絶対に慨してはいけない。 (0.0) ( 1.7) (3.3) 
その他 上記のカテゴリに含まれないものO
。
(0.0) (1. 7) (0.3) 












テイブ]， [ポジテイブ]， [雨義的1. [どちらも含ま
カテゴリ
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調査対象者とした。 最終的に， l'火事j は 127~1 (男
tl: 65 ~l )， Iliil:婚・'iJI}舌」は 140名 (515'1~::64名)， l'就
rí~îの失敗」は 126名(男性74名)， l'し 1 じめ」は 128~，
(男性68~1) ， l'恋人との死別Jは1201=， (男性52名)，







































































たところ， Figure 2の摘円で示された 3クラスター









と仁)諮窓意き吉玄1:味l床未づ、けの {将来への1撞窪]， [新たな i自ヨ 1品探台紫1の設
立]， [試練}から構成された。
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マ体験後に頻繁に生じる (Halligan，Michael， Clark， 
& Ehlers， 2003; Kleim， Graham， Bryant， & Ehlers， 











と疑問が生じ(Jano百-Bulman& Yopyk， 2004; Park， 
2010) ，この疑陪を解決しようと意味づけが動機づ
けられ (Park，2010)，意味を探索する反すうが生じ







Hackmann， Steil， Clohessy， Wen占inger，& Winter， 
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2002)，頻度に差はないとする報告もあり (Speckens，
Ehlers， Hackmann， Ruths， & Clark， 2007)，結果は
一致しなし、。また，侵入記憶が思考的な皮すうを促
進しその逆もあるなど (Michael，Halligan， C1ark， 













































& Linley， 2005; Park， 2010; Park & Folkman， 1997)。
また，調節よりも同化がされやすいことから
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